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ローソン福島県立医科大学附属病院店（エレベーターホール隣）
ローソン福島県立医科大学店（７号館内）

　小児・AYA（Adolescent and Yung 
Adult:思春期・若年成人）世代のがんは
乳幼児から若年成人までの幅広い年代に
発症し、治療終了後も成長過程とそのラ
イフイベントのなかで様々な晩期合併症

を抱えて生活しています。また、各年代により必要とされる
ニーズは多様であり、成人がんとは異なる医療、支援が求め
られています。国もまた、小児・AYA世代のがん患者の長期
フォローアップについて、身体的晩期合併症への対応、保
育・教育・就労・自立・社会的課題・生殖機能等に関する支
援の必要性とライフステージに応じた成人診療科との切れ目
のない支援体制の整備の推進を求めています。本センターの
開設により、多分野多職種による情報共有と、きめ細やかな

ケアにより患者のADLとQOL向上が図られます。
　このように成人診療科との共通認識のもとに、有機的な連
携を保ちながら診療体制を整備したのは国内初であり、小
児・AYA世代のがん患者に必要とされる医療と支援に貢献す
ることが期待されます。
・目的
１）治療後の身体的晩期合併症に対する評価と治療・フォ

ローアップを行います。
２）心理社会的晩期合併症に対する評価と支援、特に教育・就

労・自立に向けた支援、その他必要とする支援を行います。
３）生殖医療（情報提供と相談支援、妊孕性温存（精子保

存、卵子保存）　
　　性腺障害と妊孕性低下に対する温存治療）を行います。
・対象
　　小児・AYA世代の治療を終了したがん患者。概ね15歳以

上を対象とする（~50歳）。
・診療日：火曜日午後、木曜日午前、午後
・診察室：みらい棟２階「小児・AYAがん長期支援センター」
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小児・AYAがん長期支援センターが開設されました
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福島市「中学生ドリームアップ事業職場体験活動（２年生）」を実施しました

　毎年福島県看護協会では、高校生（１年生、２年生、
３年生）を対象に県内各地の施設に「高校生看護一日
体験」事業を実施しています。この事業は、人口の高
齢化および医療の高度化とともに看護の社会的需要が
高まる中で、21世紀を担う高校生に「看護体験」を
通して、看護の仕事は人々の生命を守る大切な仕事で
あることの理解を深め、看護に対するイメージを持つ
ことにより、看護への関心を高めることを目的として
います。今年も医大病院では28名の高校生を受け入
れました。
　午前中は、各病棟で看護師とともに看護ケアの見学、
移送などを体験し、看護師の仕事について、積極的に
質問をしていました。午後は病院の各所属（薬剤部、
検査部、リハビリ室、放射線部、ヘリポートなど）の
見学をしました。
　最後に、参加した高校生と病棟の看護師と意見交換
会を行いました。活発な意見交換が行われ、「コミュ
ケーションが大事」「チームワークの大切さを学んだ」

「ますます看護師になりたいと思った」などの感想が
聞かれました。終始和やかな雰囲気の中で終了するこ
とができました。最後の当院看護部の渡邊 美恵子部
長の「看護師の仕事で一番大切なことは患者さんの病
気だけをみるのではなく、生活全体を支えるという視
点」という言葉に、多くの生徒さんが頷いていました。
今後看護職への進路を選択してくれることを期待して
います。

　当院は、毎年福島市が主催している「中学生ドリー
ムアップ事業職場体験活動（２年生）」の受入先となっ
ており、今年は８名の中学生が職場体験に訪れました。
　各職種の役割やチームワークの大切さについて学ん
でもらうため、看護部、臨床工学センター、検査部、
栄養管理部、救急外来、ドクターヘリ
で体験活動していただき、生徒たちか
らは「病院で働いていて大変なことは
なんですか」「病院で働く上で必要な
心構えを教えてください」といった質
問があり、熱心に取り組んでいました。
　「医療者になりたい夢が膨らみまし
た」という感想もあり、職場体験をきっ
かけに医療に関心を持っていただきた
いと思います。

　　【時期・学校名】
　　　　７月９日(火) 〜 11日(木)
　　　　　　福島第一中学校、松陵中学校
　　　　８月27日(火) 〜 29日(木)　
　　　　　　飯野中学校

高校生の一日看護体験 看護部　渡部智恵子
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全国展開するニチイの３つの事業

株式会社 ニチイ学館
福島市栄町６－６　UNIX ビル３F
℡024-524-2835　Fax024-522-0306

介護事業 教育事業医療関連
事業

　リレー・フォー・ライフは、がん患者や家族、その
支援者らが公園やグラウンドを会場に、交代で24時
間にわたって歩き、がん抑圧への願いを新たに深めあ
うチャリティーイベントです。福島では2010年に医
大グラウンドで１回目を開催し、今年で10年目を迎
えました。今年は8月11日12日に「あづま総合体育館」
を会場に開催しました。12日のオープニングのサバ
イバーズラップでは、サバイバーを多くの参加者が拍
手で祝福しました。その後はリレーウォークと並行し
て音楽やダンスなどのイベントが行われ、夜には亡く
なった方を偲ぶルミナリエセレモニーが行われまし
た。12日の閉会式後には実行員と参加者のハイタッ

チで来年の再会を約束しました。８月23日（金）に
は医大正面玄関でルミナリエサテライトを開催しまし
た。入院中の患者さまやご家族が参加され、コーラス
や演奏に癒された素敵な時間が流れました。また、今
年は本大会１週間前より東邦銀行医大支店の皆様がリ
レー・フォー・ライフ・ジャパン福島のオリジナルT
シャツを着用してく
ださったり、大学、
病院、関係者の皆様
からのご理解が年々
深まっていることを
感じています。

　８月６〜７日の２日間、医大病院玄関ホール及びみ
らい棟通路において「認定ＮＰＯ法人パンダハウスを
育てる会」によるチャリティバザーが開催されました。
会員による手作りバックや小物、アクセサリーなどが
展示され、大勢の方にご来場いただき盛況のうちに終
了いたしました。
　「パンダハウス」は医大病院に入院している患者さ
んとその家族に心安まる時間を提供し、もうひとつの
我が家として広くご利用いただいております。「パン
ダハウス」の運営は、会員会費、今回実施されたバザー
収益、一般の方からの募金、ボランティアによるサポー
トによって行われています。今後とも「パンダハウス」

へのご理解をいただきますようお願いいたします。
　なお、次回のチャリティバザーは令和元年12月頃
を予定していますので、是非お立ち寄りください。

「パンダハウス」チャリティバザーが開催されました

リレー・フォー・ライフ・ジャパン福島2019を終えて



4 ※次号は、12月下旬に発行を予定しています。

スターバックスコーヒー福島県立医科大学附属病院店スターバックスコーヒー福島県立医科大学附属病院店
営業
時間

平日　 7時～20時
土日祝 9時～19時

アメリカ シアトル生まれのスペシャル
ティコーヒーストア。
高品質のアラビカ種コーヒー豆から
抽出したエスプレッソがベースのバラ
エティ豊かなエスプレッソドリンクやペ
ストリー、サンドイッチをお楽しみいた
だけます。 電話  024－548－5331 （受付時間：平日午前9時から午後5時）

ご利用・お問い合わせは
窓口営業時間：平日午前9時から午後3時

福島医大病院支店

　過日、鈴木弘行病院長より病院ボランティア「けや
きの会」会員の皆さまへ、日頃の活動への感謝の意を
込めて感謝状を贈呈しました。
　会員の皆さまは、毎朝欠かす
ことなく、外来患者さんの受診
受付のお手伝いや、車椅子移動
の介助、院内の案内などのボラ
ンティア活動をしてくださって
います。
　会員の皆さまの親身な対応と
素敵な笑顔は患者さんからも大
変好評であり、当院にとって欠
かすことのできない存在となっ
ています。
　また、2001年の会設立から長
年にわたり、患者さんに対して、
暖かく思いやりを持って接して
いただいていることが、患者さ

んの安心感、さらには当院への信頼感にもつながって
いるものと考えています。改めて感謝申し上げますと
ともに、今後ますますのご活躍をご期待申し上げます。

病院ボランティア「けやきの会」会員の皆さまへ感謝状を贈呈しました

　本年７月１日から、健康増進法により学校及び病院
等の敷地内禁煙が義務化されました。
　本学では、これまでも敷地内禁煙を標榜し、職員へ
の指導、患者さんや面会のご家族などにもご協力をお
願いしておりましたが、今回の法改正を機に、なおいっ
そうのご協力をお願いいたします。

◆大学、附属病院を問わず敷地内は全面禁煙です。
◆敷地内に駐車した車内でも喫煙できません。
◆加熱式たばこや電子たばこも使用禁止です。
◆周辺道路での禁煙にもご協力ください。

敷地内は全面禁煙です！

福島医大病院ニュースレター福島医大病院ニュースレター


